
今
、
世
界
は
時
代
が
二
〇
世
紀
に
逆
行

し
た
か
の
よ
う
な
未
曾
有
の
危
機
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
疲
弊
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う
驚
愕
の
事
態

が
起
こ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
物
価
が
輸
入

品
を
主
と
し
て
軒
並
み
値
上
げ
の
嵐
と
な
り
、

平
穏
な
暮
ら
し
ま
で
脅
か
さ
れ
る
事
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
者
数
は
、
今

年
に
な
っ
て
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
大
流
行
に
よ

り
過
去
最
高
と
な
り
、
3
月
に
は
減
少
傾

向
が
あ
っ
た
も
の
の
4
月
か
ら
再
び
増
加

に
向
か
い
、
す
で
に
第
7
波
が
来
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
潜
伏
期
間
が
短

く
、
重
症
化
率
も
低
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

た
め
、
高
止
ま
り
の
感
染
者
数
が
続
い
て
い

て
も
、
危
機
感
は
今
ま
で
に
な
く
低
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

4
月
現
在
緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止

も
解
除
さ
れ
た
ま
ま
推
移
し
て
い
ま
す
。
最

近
の
デ
ー
タ
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
抗
体
を
持

つ
人
は
東
京
、
大
阪
で

5
％
余
り
で
す
し
、

3
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
も
ま
だ
半
数
に

達
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

警
戒
を
緩
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
状
況
で
の
ん
び
り
と
山
歩
き
な
ん
か
で

き
る
わ
け
が
な
い
!

と
主
張
す
る
方
も

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
逆
に
こ
ん

な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
山
へ
向
か
う
価
値
が
あ

る
と
も
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
と
登
山
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
の
自
粛
に
よ
り
、
特
に

高
齢
者
の
身
体
活
動
の
機
会
が
減
少
し
た
結

果
、
筋
肉
量
の
低
下
や
基
礎
疾
患
の
悪
化
、

認
知
機
能
の
低
下
等
の
「
健
康
二
次
被
害
」

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
週
間
運
動
を

停
止
す
る
だ
け
で
、
実
に
7
年
分
以
上
の

筋
肉
量
が
低
下
す
る
そ
う
で
す
。
高
齢
者
が

外
出
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
健
康
二
次
被

害
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、
外
出
し
た
こ
と

に
よ
る
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
を
は

る
か
に
上
回
る
と
言
え
ま
す
。
適
度
に
体
を

動
か
す
こ
と
が
如
何
に
重
要
か
が
見
直
さ
れ

た
わ
け
で
す
が
、
登
山
を
含
む
適
度
な
身
体

活
動
は
自
己
免
疫
力
を
高
め
、
ウ
イ
ル
ス
性

感
染
症
の
予
防
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
は
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
、
血

流
の
促
進
に
よ
る
腰
痛
・
肩
こ
り
の
改
善
・

冷
え
性
・
便
秘
の
解
消
、
良
好
な
睡
眠
等
の

効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
と
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
で
人
と
人
と
は
離
れ
、
社
会
か
ら
も
距
離

を
置
く
こ
と
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

人
間
は
つ
な
が
る
こ
と
で
生
き
て
い
ま
す
。

会
社
や
家
で
の
何
気
な
い
雑
談
さ
え
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
必
須
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
は
自

律
神
経
失
調
を
生
み
、
身
体
不
調
、
特
に
原

因
が
わ
か
ら
な
い
不
定
愁
訴
の
原
因
と
も
な

り
ま
す
。
一
方
、
自
然
や
緑
に
接
す
る
こ
と

で
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
効
果
を
期
待
で

き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
登
山
で
自
然
と
ふ

れ
あ
い
、
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
う
つ
や
不

安
、
孤
独
感
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
改

善
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
さ
に
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
登
山
は
必
要
不
可

欠
な
の
だ
と
い
う
確
証
で
も
あ
り
ま
す
。

最
近
の
登
山
関
連
で
の
問
題
点
と
し
て
、

近
隣
の
山
で
の
事
故
・
遭
難
事
例
が
増
え
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
原
因
と
し
て

遠
出
が
で
き
ず
、
近
け
れ
ば
ど
こ
で
も
い
い

や
と
ば
か
り
に
選
ん
だ
山
に
行
っ
て
し
ま
う
！

と
い
う
技
術
不
足
、
準
備
不
足
の
山
の
初
心

者
が
か
な
り
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ベ

テ
ラ
ン
に
お
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
運
動

不
足
で
、
自
覚
も
な
く
体
力
が
落
ち
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
「
身
近
な
山
」
と

い
う
登
山
者
の
気
の
緩
み
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

再
確
認
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
登

山
の
注
意
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
か
な
と
思
い
ま
す
。


慎
重
な
体
調
管
理
。
体
調
不
良
の
場
合
に

は
無
理
を
せ
ず
、
下
山
を
選
択


安
全
な
ル
ー
ト
設
定
、
緊
急
時
に
備
え
て

エ
ス
ケ
ー
プ
ル
ー
ト
を
確
保


山
の
行
き
帰
り
、
山
中
に
お
け
る
三
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
回
避
の
徹
底


移
動
手
段
の
考
慮
（
長
時
間
移
動
の
回
避
、

混
ん
だ
公
共
機
関
の
不
使
用
等
）

山
遊
会
の
山
行
で
は
、
こ
れ
ら
の
注
意
点

を
遵
守
し
な
が
ら
、
安
全
で
充
実
し
た
登
山

を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 1 )

＊

巻
頭
言
＊

コ
ロ
ナ
禍
の
登
山

山
遊
会

渡
辺
真
一

定例会予定
2022年 5月26日（木） 6月23日（木）

7月28日（木） 8月25日（木）
9月22日（木） 10月27日（木）
11月24日（木） 12月22日（木）

2023年 1月26日（木） 2月16日（木）
3月23日（木） 4月27日（木）

⇒ 18：45 ルーム104号室(Zoom会議の場合は20：00）
(原則毎月第4週木曜日に開催）

☆山遊会ホームページ
https://jac.or.jp/info/doukoukai/sanyukaihp/index.html32



9
時
半
、
JR
鎌
倉
駅
東
口

に

7
人
が
集
合
し
た
。

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。
駅
前
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、

10
時

少
し
前
に
十
二
所
神
社
（
じ
ゅ
う
に
そ

じ
ん
じ
ゃ
）
バ
ス
停
で
下
車
し
た
。
十

二
所
神
社
は
、
小
さ
い
が
古
び
た
趣
が

あ
る
。
境
内
に
立
つ
と
、
頭
上
か
ら
ギ

ギ
と
い
う
何
か
の
鳴
き
声
。
見
上
げ
て
様
子

を
見
て
い

る
と
小
さ

い
動
物
が

チ
ラ
ッ
と

動
い
た
。
タ
イ
ワ
ン
リ
ス
ら
し
い
。

神
社
の
後
方
は
北
に
向
か
っ
て
谷
が
伸
び

て
お
り
、
両
側
の
山
に

挟
ま
れ
て
住
宅
が
続
い

て
い
る
。
曲
が
り
く
ね
っ

た
道
を
し
ば
ら
く
進
み
、

住
宅
が
切
れ
た
所
か
ら

細
い
道
に
入
る
。
そ
の

入
口
に
は
立
札
も
矢
印

も
な
い
。

小
さ
な
谷
に
沿
っ
て

道
が
つ
い
て
い
る
が
、

そ
れ
は
た
ち
ま
ち
藪
を

か
き
わ
け
て
進
む
踏
み
跡
に
変
る
。
シ
ダ
の

類
や
谷
を
好
む
植
物
が
踏
み
跡
を
覆
っ
て
い

る
。
足
許
は
じ
め
じ
め
と
湿
っ

て
お
り
、
時
に
は
滑
（
な
め
）

に
な
っ
て
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

流
れ
て
い
る
。

倒
木
が
多
く
、
乗
り
越
え
た

り
く
ぐ
り
抜
け
た
り
し
て
進
む
。

険
し
く
て
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ

る
所
も
数
か

所
あ
っ
た
。

踏
み
跡
が

斜
面
を
登
っ

て
行
く
よ
う

に
見
え
る
所

が
あ
り
、
辿
っ

て
ゆ
く
と
だ
ん
だ
ん
先

が
怪
し
く
な
っ
て
引
き

返
す
こ
と
も
あ
る
。
そ

う
い
う
こ
と
が
何
回
も

あ
っ
た
が
、
と
に
か
く

沢
に
沿
っ
て
進
む
。
水

は
な
く
な
っ
た
か
と
思

う
と
ま
た
流
れ
て
い
る
。

沢
の
ど
ん
づ

ま
り
近
く
ま

で
進
ん
だ
と

こ
ろ
で
、
踏

み
跡
は
は
っ

き
り
と
左
側

の
斜
面
を
登

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 2 )

日程 2021年10月30日（土）

目的地 鎌倉アルプス 番場ヶ谷

コース 鎌倉駅 9:35発⇒（バス）⇒9:55着十二所神社バス停 10:00出発⇒番場ヶ谷
入口10:13⇒天台山登山道分岐10:27⇒沢道終点11:40⇒登山道合流11:50⇒天園茶屋11:

55⇒大平山山頂（159ｍ）（昼食12:00～45）⇒獅子舞13:00⇒二階堂川源流13:06⇒亀ヶ

渕住宅街13:20⇒永福寺跡(ようふくじ)13:28⇒鎌倉宮（13:40～45）⇒鶴岡八幡宮境内

（14:00～15）⇒鎌倉駅 14:30着

参加者 山崎、渡辺、辻橋、二戸、大野、喜多、中臺（7名）

係り 山崎

記録 文／喜多 GPS／渡辺 写真／渡辺、中臺

ウバユリの若い実

古都鎌倉にもハロウィンの波

鎌
倉
の
秘
境

番
場
ヶ
谷
沢
歩
き

喜
多

功

GPS軌跡図

趣のあるお社 まずは参拝

境内で声につられ見上げる

10
月
山
行
・
鎌
倉
ア
ル
プ
ス

番
場
ヶ
谷

倒木を乗り越え

沢を渡り 藪をかき分け



る
よ
う
に
つ
い
て
い
た
。

11
時

40
分
、
沢
か
ら
離
れ
て
登
り
始
め

た
。
前
方
間
近
に
空
が
見
え
る
。
登
る
途
中

に
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
、
実
が
た
く
さ

ん
落
ち
て
い
た
。

10
分
ほ
ど
で
登
山
道
に

と
び
出
し
た
。
こ
こ
に
立
札
も
矢
印
も
な
い
。

と
い
う
こ
と
は
、
知
る
人
ぞ
知
る
コ
ー
ス
な

の
だ
。
こ
こ
に
来
る
ま
で
に
出
会
っ
た
の
は

単
独
行
の
男
性
1
人
だ
け
だ
っ
た
。

道
に
出
て
か
ら
は
す
れ
違
う
登
山
者
が
多

い
。
さ
ら
に

5
分
ほ
ど
歩
い
た
所
に
茶
屋

が
あ
り
、
そ
の
前
が
道
の
分
岐
に
な
っ
て
い

て
、
道
標
が
立
っ
て
い
た
。

茶
屋
の
横
の
道
を
少
し
登
る
と
、
前
が
大

き
く
開
け
て
、
そ
こ
が
「
天
園
」
で
あ
っ
た
。

草
む
ら
に
何
組
か
の
登
山
者
た
ち
が
弁
当
を

ひ
ろ
げ
て
お
り
、
我
々
も
そ
こ
で
大
休
止
す

る
こ
と
に
し
て
、

12
時
か
ら
昼
飯
に
し
た
。

12
時

45
分
、
出
発
。
谷
沿
い
の
滑
り
や

す
い
下
山
路
で
あ
る
。
途
中
、
銀
杏
の
実
が

た
く
さ
ん
落
ち
て
い
て
、
箒
で
か
き
集
め
ら

れ
そ
う
な
所
が
あ
っ
た
。
多
く
の
人
に
踏
み

つ
け
ら
れ
て
、
甚
だ
臭
か
っ
た
。

30
分
ほ
ど
で
麓
の
一
般
道
に
出
た
。
目

の
前
に
池
の
あ
る
草
地
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
が
永
福
寺
（
よ
う
ふ
く
じ
）
跡
で
あ
っ

た
。
ト
イ
レ
は
な
い
。

13
時

40
分
、
鎌
倉
宮
到
着
。
こ
こ
に
は

ト
イ
レ
が
あ
っ
た
。
駅
行
き
の
バ
ス
は
出
た

ば
か
り
だ
っ
た
。
歩
く
か
、
そ
れ
と
も
次
の

バ
ス
を
待
つ
か
。
今
日
は
土
曜
日
で
人
出
が

多
い
の
で
バ
ス
は
満
員
、
道
路
は
渋
滞
が
予

想
さ
れ
る
。
歩
い
た
方
が
早
い
と
い
う
こ
と

で
、
鎌
倉
八
幡
宮
経
由
で
駅
ま
で
歩
く
こ
と

に
な
っ
た
。
鎌
倉
八
幡
宮
の
広
い
参
道
に
は

大
勢
の
参
拝
者
が
行
き
交
っ
て
い
る
。
炒
り

ギ
ン
ナ
ン
を
売
っ
て
い
た
。
山
崎
さ
ん
が
買
っ

た
の
を
味
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
大
粒
で

お
い
し
い
。

こ
こ
か
ら
駅
ま
で
の
歩
き
が
長
か
っ
た
。

観
光
客
で
混
み
合
う
若
宮
大
路
を
登
山
靴
を

引
き
ず
り
な
が
ら
歩
く
。

14
時
30
分
到
着
、

駅
前
で
流
れ
解
散
。

今
回
の
山
歩
き
は
実
に
楽
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
下
山
後
の
長
い
舗
装
道
路
歩
き
は
辛

か
っ
た
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 3 )

全員で記念撮影

ロープを頼りに。ここは鎌倉？

左側の斜面を登る

コースを確かめながら

ミツバテンナンショウの若い実 行ったり来たりで沢を進む

箒でかき集められそうな銀杏

ヤブミョウガの実

鎌倉八幡宮で炒り銀杏を食す

獅子舞付近の下山路を行く

広々とした永福寺跡

源頼朝が将兵の鎮魂のために
建てた寺院の跡地



当
日
、
天
気
は
晴
れ
、
風
も
な
い
山
行
日

和
に
。

10
時
、
西
武
秩
父
線
西
吾
野
駅
に

5
名
が
集
合
。
遅
参
者

1
名
も
合
流
し
、

総
勢
6
名
は
駅
前
を
出
発
（
10
時
20
分
）
。

初
心
者
は
出
発
前
に
読
図
山
行
の
コ
ン
パ
ス

の
使
い
方
の
指
導
を
受
け
る
。
出
発
時
間

が
予
定
よ
り
遅
れ
た
の
で
帰
着
時
間
を
少
々

心
配
す
る
。
駅
前
か
ら
国
道
へ
向
か
い
、

国
道
手
前
の
右
側
に
神
社
の
鳥
居
を
地
形
図

で
確
認
す
る
。

国
道
を
南
へ

5
分
ほ
ど
で

S1
（
国
道
299

号
登
山
口
）
に
到
着
（

10
時

29
分
）
。
こ

こ
か
ら
読
図
山
行
を
開
始
。

地
形

図
に
コ
ン
パ
ス
を
あ
て

S2
（
森
坂

峠
）
の
方
角
を
確
認
す
る
。
登
山

路
は
台
風
の
影
響
で
濡
れ
て
滑
り

や
す
く
、
数
か
所
で
登
山
者
の
た

め
に
鉄
板
が
敷
か
れ
て
い
た
。

S2

（
森
坂
峠
）
ま
で
は
急
登
で
初
心

者
に
は
厳
し
い
立
ち
上
が

り
で
あ
っ
た
。

S2
（
森
坂
峠
）
へ
到
着

（

10
時

54
分
）
、
小
休

止
。
こ
こ
か
ら
南
方
角
の

S3
（
イ
モ
リ
山
）
を
目
指

す
。
何
度
も
上
り
下
り
を

繰
り
返
す
。
山
行
当
日
は

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
大
会
と

重
な
っ
て
い
て
、
元
気
な

選
手
や
大
会
ス
タ
ッ
フ
が

我
々
追
い
抜
い
て
行
っ
た
。

こ
こ
が
一
番
の
難
所
と
聞

い
て
い
た
と
お
り
で
、
足

場
の
厳
し
い
と
こ
ろ
で
は
、

先
行
し
た
先
達
の
投
げ
下

ろ
し
て
く
れ
た
ロ
ー
プ
に

助
け
ら
れ
た
。
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
何
と
か
S3
（
イ
モ
リ
山
）

に
到
着
（

11
時

30
分
）
。

S3

（
イ
モ
リ
山
）
山
頂
か
ら
の
眺

め
は
良
く
、
黄
葉
も
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

小
休
止
を
し
て
出
発
（
11
時

38
分
）
。
高
圧
線
の
無
い
鉄
塔

を
通
過
（

11
時

56
分
）
、

S4
（
柿
の

木
峠
）
を
通
過
し
（

12
時

06
分
）
、

S5
（

465
ｍ
ピ
ー
ク
）
に
到
着
し
た

（
12
時
25
分
）
。

S5
（
465
ｍ
ピ
ー
ク
）
で

30
分
の
昼

食
後
、
こ
こ
か
ら
先
が
読
図
山
行
の
本

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 4 )

日程 2021年11月20日（土）

目的地 奥武蔵／吉田山・秩父御嶽山

コース 西吾野駅10：20⇒S1（国道299号登山口）10：29⇒S2（森
坂峠）10：54～58⇒S3（イモリ山）11：30～38⇒高圧線の無い鉄

塔11：56⇒S4（柿の木峠）12：06⇒S5（465mﾋﾟｰｸ）（昼食12：25

～55）⇒S6（小床峠）13：30～32⇒>S7（吉田山445m）14：00～1

3⇒秩父御嶽山14：30⇒S8（御嶽神社）14：35⇒東郷神社銅像前1

4：50～15：00⇒S9(東郷神社下一般道）15：08⇒吾野駅15：27

参加者 大西、渡辺、辻橋、喜多、二戸、中臺（6名）

係り 大西

記録 文／二戸 GPS／渡辺 写真／渡辺、辻橋、中臺

11
月
山
行
・
読
図
山
行

奥
武
蔵

吉
田
山
・
秩
父
御
岳
山

ポイント設定とGPS軌跡図・高度グラフ

紅
葉
の
東
郷
神
社
へ
読
図
山
行

二
戸
正
昭

S2 S1

S3

S8

S7

S9

S6

S5
S4

登山口 読図山行開始

地形図で鳥居をを確認 西吾野集合

薄紫のチカラシバの花穂に夜露？が

あっという間にS2森坂峠

まずはS2森坂峠へ向けて



番

、

と
聞
き
な
が
ら
出
発
（

12
時

55
分
）
。

東
方
角
の

S6

（
小
床
峠
）

で
小
休
止
、

S7
（
吉
田
山
）

を
目
指
す
。

尾
根
道
な
が

ら
落
ち
葉
に
覆
わ
れ
登
山
路
が

分
か
り
難
か
っ
た
が
、
S7

（
吉
田
山
445
ｍ
）
山
頂
に

到
着
（
14
時
00
分
）
。

小
休
止
15
分
ほ
ど
で
御

嶽
山
へ
到
着
。
山
頂
か
ら

わ
ず
か
に
下
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
は
、
御
嶽
山
神
社
の
立

派
な
社
屋
を
見
下
ろ
せ
た
。

S8
（
御
嶽
山
神
社
）
到
着

（
14
時
35
分
）
。
御
嶽
山
神

社
を
参
拝
し
、
長
い
360
段
の

石
階
段
を
降
り
て
、
東
郷
神

社
銅
像
前
に
到
着
（

14
時

50
分
）
。
紅
葉
の
美
し
い
東

郷
公
園
で
は
明
治
の
歴
史
を
感
じ

る
東
郷
元
帥
の
銅
像
や
、
バ
ル
チ
ッ

ク
艦
隊
の
砲
弾
な
ど
を
見
学
し
、

S9
（
東
郷
神
社
下
一
般
道
）
に
到

着
（

15
時

08
分
）
。
一
般
道
を

南
東
方
角
へ
20
分
ほ
ど
歩
き
、
西

武
秩
父
線
吾
野
駅
へ
帰
着
（
15
時

27
分
）
。

西
吾
野
駅
を
出
発
し
て
か
ら
吾
野
駅
ま
で
、

約

5
時
間
・
約

7
キ
ロ
の
行
程
で
、
厳
し

い
な
が
ら
も
気
持
ち
の
良
い
山
行
き
で
し
た
。

ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ど
う

も
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 5 )

S5の登り 本日の最難関

S3イモリ山で集合写真 S2からS3イモリ山を目指す

慎重にに読図確認

S4からS5を目指して

高圧線のない鉄塔直下を行く

出発前に読図の勉強

S5到着 やっと昼食

S4柿の木峠

S6小床峠到着S6小床峠からS7吉田山へ向かう

S7吉田山山頂

落ち葉の中を下山開始

御嶽山到着S8立派な御嶽神社

美しい紅葉

鮮やかさを競う紅葉

長～い階段



こ
の
日
は
土
曜
日
、
そ
し
て
晴

天
と
紅
葉
も
最
後
の
見
納
め
が
重

な
っ
て
、
高
尾
山
口
駅
か
ら
は
電

車
が
着
く
度
に
沢
山
の
人
が
あ
ふ

れ
出
て
く
る
。
ト
イ
レ
に
入
っ
た

ら
こ
こ
は
韓
国
？
と
思
わ
せ
る
ハ

ン
グ
ル
の
洪
水
。
待
ち
合
わ
せ
場

所
の
清
滝
口
に
着
い
た
ら
そ
の
韓

国
の
一
団
と
ま
た
遭
遇
。
横
断
幕

を
掲
げ
記
念
写
真
撮
っ
て
ご
出
発
。

辻
橋
さ
ん
が
持
参
し
た
「
山
遊

会
」
の
案
内
プ
レ
ー
ト
に
全
員
集

合
。
今
回
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
山
岳
会
HP
で
外
部
参
加
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
山
遊
会
以
外
の
方
も

5
名
参
加
、
う
ち

1
名
は
風
邪

で
欠
席
さ
れ
、
会
員

8

名
と
外
部
か
ら
の
ゲ
ス

ト
4
名
で
計
12
名
の
参

加
。
こ
こ
で
、
一
人
の

女
性
が
お
知
り
合
い
の

JAC
の
会
員
の
方
か
ら
聞

い
て
参
加
し
た
い
と
お

見
え
に
な
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
自
由
参
加

で
当
日
集
合
す
れ
ば
よ
い
と
勘
違
い
さ
れ

た
ご
様
子
。
辻
橋
さ
ん
が
登
山
計
画
書
も

提
出
し
て
あ
る
の
で
申
込
さ
れ
た
方
以
外

は
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
丁
寧
に
説

明
し
ご
辞
退
い
た
だ
い
た
。
外
部
参
加
募

集
の
申
し
込
み
は
や
は
り
今
後
注
意
喚
起

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

そ
ん
な
事
も
あ
っ
た
が
、

A

班
／
稲
荷
山
コ
ー
ス
、

B
班
／

6
号
路
コ
ー
ス
、
頂
上
で
の
豚

汁
調
理
班
／
ケ
ー
ブ
ル
利
用
コ
ー

ス
（
辻
橋
、
石
光
）
の

3
班
に

分
か
れ
出
発
し
た
。

◇

A
班
／
稲
荷
山
コ
ー
ス
（
渡

辺
、
山
﨑
、
石
岡
、
宇
田
、
鈴
木
）

出
発
早
々
ベ
テ
ラ
ン
の
渡
辺
さ
ん
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
他
を
次
々
回
収
、
他
の
者
は
初
め

て
で
何
処
に
あ
る
の
か
も
見
当
つ
か
ず
た
だ

歩
く
の
み
。

渡
辺
さ
ん
を
見
習
い
歩
く
う
ち
に
コ
ツ
を

つ
か
み
徐
々
に
回
収
袋
に
獲
物
を

get
。
稲

荷
山
展
望
台
周
辺
で
は
宇
多
さ
ん
大
活
躍
、

袋
一
杯
に
な
っ
た
。

ゴ
ミ
の
回
収
す
る
私
た
ち
を
見
て
怪
訝
そ

う
な
顔
を
す
る
人
、
お
礼
を
言
っ
て
す
れ
違
っ

て
く
れ
る
人
、
反
応
は
様
々
。
回
収
す
る
ゴ

ミ
は
殆
ど
飲
み
物
の
空
容
器
、
み
ん
な
自
分

で
飲
ん
だ
容
器
は
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
う

!!

途
中
で
、
頂
上
に
い
る
辻
橋
さ

ん
か
ら
「
着
く

10
分
く
ら
い
前
に

な
っ
た
ら
連
絡
し
て
」
と
の
ご
指

示
。
頂
上
直
下
の
階
段
へ
着
い
た

の
で
連
絡
す
る
と
、
「
早
い
！
ま

だ
煮
え
て
な
い
の
で
ゆ
っ
く
り
上

が
っ
て
来
て
」
と
再
度
の
ご
指
示
。

ほ
ぼ

12
時
に
は
頂
上
到
着
、
溢

れ
る
人
に
び
っ
く
り
。

6
号
路
班

は
ま
だ
到
着
し
て
い
な
い
の
で
一
休
み
。

◇

B
班
／
6
号
路
コ
ー
ス
（
喜
多
、
二
戸
、

染
谷
、
中
臺
、
中
村
）

9
時

30
分
清
滝
駅
を
稲
荷
山
コ
ー
ス
班

と
分
か
れ
て
出
発
す
る
。

6
号
路
に
入
っ

て
も
フ
ァ
ミ
リ
ー

登
山
者
や
若
者

の
集
団
が
ひ
き

も
き
ら
な
い
。

道
は
濡
れ
て
い

て
滑
り
や
す
く

注
意
が
必
要
。

登
山
道
は
飴
の

包
装
紙
な
ど
小

さ
な
ゴ
ミ
が
お

も
だ
が
、
沢
側

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
缶
（
ビ
ー

ル
の
空
き
缶
も

あ
り
）
が
多
い
。

例
年
、
清
掃
登

山
で
活
躍
の
喜

多
さ
ん
。
当
初

は
自
重
気
味
で

あ
っ
た
が
次
第

に
エ
ン
ジ
ン
が

か
か
っ
て
き
た
。

中
臺
さ
ん
も
大

き
な
ザ
ッ
ク
を

下
ろ
し
た
り
背

負
っ
た
り
、
足
元
の
悪
い
斜
面
を
身
軽
に
と

び
ま
わ
っ
て
い
た
。
ゲ
ス
ト
参
加
の
中
村
さ

ん
も
大
い
に
協
力
い
た
だ
き
、
二
戸
さ
ん
と

染
谷
は
回
収
の
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
っ
た
。
こ

れ
ま
で
清
掃
登
山
で
は
、
驚
く
よ
う
な
も
の

（
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
！
）
を
回
収
し
た

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 6 )

二
年
ぶ
り
の
高
尾
山
清
掃
登
山

山
崎

浩
子
・
染
谷

美
佐
子
・
中
臺

文
夫

12
月
山
行
・
高
尾
山
清
掃
登
山
＆
忘
年
会

日程 2021年12月11日（土）

コース A班：「稲荷山コース」清滝駅前⇒旭稲荷⇒稲荷山
展望台⇒高尾山山頂（昼食）

B班：「６号路コース」清滝駅前⇒琵琶滝⇒大山橋
⇒とび石⇒高尾山山頂（昼食）

＜復路＞A・B班：「4号路～2号路～病院脇コース」高尾山

山頂⇒4号路⇒2号路⇒病院脇⇒清滝駅前

参加者 渡辺、辻橋、染谷、山崎、石光、喜多、二戸、中臺
（ゲスト）石岡（山岳会/山遊会OB）、宇田（山岳会）、中

村（山岳会）、鈴木（一般） 計12名

係り 中臺

文 A班/山崎 B班/染谷 復路/中臺

写真 渡辺、辻橋、中臺

山頂からスッキリ富士山

稲荷山展望台山頂の青い空と溢れる人

エンジンのかかった喜多さんだんだん重くなる 小休止で作戦会議



が
、
今
年
は
大
物
（
？
）
は
な
く
、
コ
ロ

ナ
禍
を
反
映
し
て
か
マ
ス
ク
が
目
立
っ
た
。

集
合
時
間
が
気
に
な
り
つ
つ
も
、
見
つ

け
て
し
ま
え
ば
回
収
す
る
し
か
な
い
。
山

頂
の
豚
汁
が
遠
の
く
ば
か
り
で
、
最
後
の

木
の
階
段
を
登
る
こ
ろ
に
は
ゴ
ミ
袋
が
ず
っ

し
り
と
重
く
な
っ
て
い
た
。

12
時

25
分

に
辻
橋
さ
ん
と
石
光
さ
ん
の
待
つ
山
頂
へ

到
着
し
、
稲
荷
山
コ
ー
ス
の
メ
ン
バ
ー
と

も
合
流
で
き
た
。

山
頂
で

2
班
が
合
流
し
た
が
、
宇
田
さ

ん
が
ザ
ッ
ク
の
ジ
ッ
パ
ー
が
開
い
た
ま
ま

な
の
に
気
づ
か
ず
大
事
な
本
を
落
し
て
し

ま
っ
た
の
で
今
来
た
道
を
引
き
返
し
て
探

し
に
行
き
た
い
と
、
「
出
来
上
が
っ
た
豚

汁
を
食
べ
て
行
っ
て
」
の
辻
橋
さ
ん
の
声

を
振
り
切
っ
て
戻
ら
れ
ま
し
た
。
辻
橋
さ

ん
と
石
光
さ
ん
が
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
豚

汁
を
い
た
だ
き
な
が
ら
思
い
思
い
に
昼
食
。

風
も
な
く
暖
か
な
頂
上
で
美
味
し
い
豚

汁
を
食
べ
る
幸
せ
、
ご
み
袋
の
重
さ
も

忘
れ
た
。
そ
の
後
真
っ
白
な
富
士
山
バ
ッ

ク
に
展
望
台
で
集
合
写
真
を
撮
る
。

鈴
木
さ
ん
と
中
村
さ
ん
は
所
用
が
あ

る
と
の
こ
と
で
一
足
先
に
帰
路
に
。
石

光
さ
ん
は
膝
の
具
合
が
思
わ
し
く
な
い

の
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
下
山
し
、
後
程
合
流

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

計
画
で
は

3
号
路
か
ら

2
号
路
へ
通
称

ゴ
ロ
ゴ
ロ
坂
経
由
で
の
下
山
予
定
だ
っ
た
が
、

辻
橋
さ
ん
の
提
案
で
人
気
の

4

号
路
か
ら

2
号
路
経
由
ゴ
ロ
ゴ

ロ
坂
で
下
山
す
る
こ
と
に
変
更
。
ト
イ
レ
を

済
ま
せ
全

8
名
一
緒
に
歩
き
始
め
た
。
心

は
忘
年
会
だ
が
目
は
ゴ
ミ
探
し
モ
ー
ド
、
斜

面
を
念
入
り
に
見
な
が
ら
降
り
て
は
登
り
、

一
般
の
方
た
ち
と
道
を
譲
り
あ
い
な
が
ら

4
号
路
を
進
ん
だ
。

4
号
路
か
ら

2
号
路
へ
降
り
る
前
の
休

憩
で
、
石
岡
さ
ん
が
体
調
を
考
慮
し
て
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
で
下
山
す
る
こ
と

に
。
残
り
の

7
名
は
清
滝
駅

前
に

15
時

30
分
過
ぎ
に
ほ
ぼ

予
定
通
り
に
到
着
。
清
滝
駅

前
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
下
山

の
石
光
さ
ん
と
落
ち
合
い
集

合
写
真
撮
影
。
そ
の
後
、
本

を
探
し
に
登
山
コ
ー
ス
を
戻

り
、
時
間
調
整
を
し
て
い
た
だ
い

た
宇
田
さ
ん
と
も
合
流
で
き
た
。
残
念
な
が

ら
本
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
と
の
事
で
し
た
。

今
回
も
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
清
滝
駅
の
ご
好
意

で
倉
庫
に
分
別
し
た
ゴ
ミ
を
保
管
・
処
分
を

お
願
い
し
清
掃
登
山
を
無
事
終
了
。
そ
の
後

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 7 )

頂上での集合写真

やっと景色を見る余裕

山頂への最後の階段、獲物が重い

倒木を落葉が色づける

4号路のつり橋を行く 4号路を下山開始 下山前にゴミを置いてみんなでトイレ

清掃登山終了

ごろごろ坂終盤余裕

2号路を行くスーパーの買い物帰り？名残りの紅葉の中を

またもやマスクを回収



は
も
ち
ろ
ん
足
早
に
近
く
の
忘
年
会
会
場
へ

と
向
か
っ
た
。

辻
橋
さ
ん
が
下
見
で
予
約
し
て
い
た
だ
い

た
橋
本
屋
に
到
着
。
早
速
乾
杯
!!

コ
ロ
ナ
禍
で

2
年
ぶ
り
の
清
掃
登
山
、

2
年
分
の
ゴ
ミ
が
あ
る
か
？

コ
ロ
ナ
禍

で
人
出
が
減
り
ゴ
ミ
は
少
な
い
か
？

外
部

の
方
の
ゲ
ス
ト
参
加
の
方
へ
の
対
応
は
ど
う

か
？

出
発
前
は
い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
錯
綜

し
た
。
結
果
は
そ
こ
そ
こ
ゴ
ミ
の
収
集
量
。

ゲ
ス
ト
参
加
者
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
若
干
気
配
り
が
足
ら
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
ゲ
ス
ト
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た
。
ゴ

ミ
は
少
な
い
ほ
う
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
な

り
の
量
も
あ
り
山
行
と
し
て
は
活
動
的
に
な
っ

た
も
の
の
、
コ
ー
ス
を
外
れ
て
ゴ
ミ
を
拾
う

こ
と
の
植
生
へ
の
影
響
、
ゲ
ス
ト
の
参
加
ル
ー

ル
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る

山
行
だ
っ
た
。

日
連
（
ひ
づ
れ
）
と
い
う
集
落
を
囲

む
金
剛
山
（
神
社
）
か
ら
宝
山
ま
で
続

く
山
々
を
日
連
ア
ル
プ
ス
と
称
す
る
。

低
山
な
が
ら
ア
ル
プ
ス
と
い
う
名
称
は

心
地
よ
い
も
の
が
あ
る
。

JR
藤
野
駅
に
9
時
、
全
員

集
合
。
天
候
も
ま
ず
ま
ず
で

相
模
川
に
か
か
る
日
連
大
橋
を
渡
る
。
車
道

は
な
だ
ら
か
な
登
り
と
な
る
が
、
道
志
方
面

へ
の
車
の
通
行
の
多
い
こ
と
。
車
道
が
下
り

ぎ
み
と
な
る
と
遠
く
に
赤
い
鳥
居
が
見
え
て

き
た
。
こ
こ
が
登
山
口
。

落
ち
葉
を
踏
み
な
が
ら
、
山
腹
を
巻
く
よ

う
に
傾
斜
の
少
な
い
道
を
歩
く
。
ベ
ン
チ
で

一
休
み
。
今
回
は

4
月
に
山
遊
会
に
入
会

予
定
の
杉
田
さ
ん
を
含

め
、

9
名
の
参
加
者
で

賑
や
か
で
楽
し
い
。
こ

こ
か
ら

尾
根
の

直
登
と

な
る
。

落
ち
葉

で
か
く

れ
た
浮

石
や
、

木
の
根
に
注
意
し
な
が

ら
山
頂
を
目
指
す
。
立

ち
止
ま
る
と
藤
野
の
町

や
相
模
川
が
美
し
い
。

ひ
と
汗
か
い
て
金
剛
山

（

410
ｍ
）
に
着
い
た
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 8 )

一年・そして本日、お疲れさまでした！

1
月
山
行
・
日
連
（
ひ
づ
れ
）
ア
ル
プ
ス

展
望
に
優
れ
た
湖
畔
の
山
並
み

染
谷

美
佐
子

日程 2022年1月15日（土）

目的地 日連（ひづれ）アルプス

コース JR中央線藤野駅9：10⇒金剛山登山口9：35～43⇒金剛山10：24
～40⇒峰山10：48⇒八坂山10：52⇒峰山10：54～11：04⇒杉峠11：15⇒

日連山（昼食）11：35～12：40⇒宝山12：47⇒高圧線横13：17～30⇒車

道13：36⇒藤野14：17

参加者 渡辺、大西、辻橋、山﨑、江村、古閑、杉田、染谷、中臺（9名）

係り 染谷

記録 文／染谷 GPS／渡辺 写真／渡辺、辻橋、中臺

GPS軌跡図 上り:赤 下り:緑

藤野駅集合

藤野の富士山パイロン

日連大橋を渡る

こんな景色(生藤、陣馬方面) 急坂途中の眺望を楽しむ

赤い鳥居の登山口

緩やかな登りを行く

藤野町十五名山の金剛山



金
剛
山
に
は
祠
が
あ
り
掃
除
も
行
き
届
い
て

い
る
。
富
士
山
は
山
な
み
に
隠
れ
て
ほ
ん
の

少
し
山
頂
が
わ
か
る
程
度
。
近
く
に
幹
が
焼

け
て
い
る
大
木
を
囲
み
、
雷
か
？
焚
火
か
？

と
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
が
正
解
は
大
木
だ

け
が
知
っ
て
い
る
。

縦
走
路
を
ほ
ど
な
く
行
く
と
「
峯
山

1

分
」
の
案
内
板
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
展
望

の
峯
山
（

423
ｍ
）
へ
、
さ
ら
に
八
坂
山
へ

行
く
が
展
望
も
な
い
た
め
山
名
板
を
確
認
し
、

す
ぐ
に
日
連
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
の
峯
山
に

戻
る
。
大
月
周
辺
の
山
々
や
大
菩
薩
方
面
が

望
め
る
。
こ
こ
で
山
名
を
同
定
で
き
る
ア
プ

リ
が
大
活
躍
し
た
が
、
難
点
は
、
見
え
る
は

ず
も
な
い
遠
方
の
山
ま
で
教
え
て
く
れ
る
こ

と
の
よ
う
だ
。

縦
走
路
に
戻
り
、
気
持
ち
の

い
い
山
道
の
登
り
下
り
を
繰
り

返
し
て
杉
峠
を
通
過
す
る
。
鉢
岡
山
へ

の
分
岐
だ
が
、
今
回
は
パ
ス
し
て
日
連

山
を
目
指
す
。
そ
ろ
そ
ろ
お
腹
が
す
い

て
き
た
。
雑
木
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か
な

日
連
山
に
到
着
。
こ
こ
で
ラ
ン
チ
＆
会
計
担

当
の
山
﨑
さ
ん
の
集
金
タ
イ
ム
と
な
る
。
来

年
度
の
会
費
を
し
っ
か
り
徴
収
。
（
送
金
の

諸
経
費
が
か
か
る
の
で
あ
り
が
た
い
！
）

ふ
た
た
び
小
さ
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り

返
し
て
宝
山
（

374
ｍ
）
を
通
過
す
る
。
こ

の
先
、
本
日

の
難
関
が
待
っ

て
い
る
。
ロ
ー

プ
が
固
定
さ

れ
て
い
る
も

の
の
、
か
な

り
の
急
傾
斜

で
慎
重
に
下

る

必

要

が
あ
る
。

ゆ

っ

く

り

間

隔

を

あ

け

て
下
り
、

無

事

に

ク

リ

ア

し

た

。

お
お
だ
小
径
の
分
岐
を
見
送

り
、
送
電
線
横
で
真
新
し
い

切
り
株
に
各
自
腰
掛
け
最
後

の
休
憩
を
と
る
。

車
道
に
で
て
か

ら
数
軒
の
野
菜
の

無
人
販
売
所
で
買

い
物
を
し
な
が
ら
、

ふ
た
た
び
日
連
大

橋
を
渡
り
藤
野
駅

に
つ
い
た
。
駅
の

近
く
の
「
風
里
」

で
反
省
会
を
開
き
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
は
久
し
振
り

で
緊
急
連
絡
先
を
前

代
表
の
山
本
さ
ん
に
お
願
い
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
山
座
同
定
ア
プ
リ
比
較
の

会
話
の
結
果
出
来
上
が
っ
た
、
山
名
が
入
っ

た
渡
辺
代
表
の
力
作
の
ご
紹
介
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 9 )

縦走路を行く 幹の焼けた大木

ランチ＆集金タイム後に集合写真

峯山からの眺望(大月、大菩薩方面)

すごくうれしい道標

金剛山にて集合写真

こんなもの見つけました
（左ヤママユガ、右ウスタビガ）

宝山を過ぎての眺望1珍しい黄色い橋

気を引き締めて

慎重に!!

各々の切り株で最後の休憩

宝山を過ぎての眺望2

A：北方向（雲取山・生藤山・陣馬山等）

B：南東方向（石老山・大山・蛭ヶ岳等）

C：南西方向（大室山・富士山等）

D：西方向（滝子山・扇山・三頭山等）



◆

2
0
2
１
年

◆

4
月
集
会

日
時

４
月
22
日
（
木
）

20:00
～

20:45

会
場

リ
モ
ー
ト
会
議

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
山
崎
、
染
谷
、

中
臺

計
6
名

記
録

染
谷

議
事１

．
山
行
報
告

①

3
月
例
会
山
行

→

個
人
山
行
と
し
て
実

施
「
弘
法
山
」
（
担
当

辻
橋
）

日
程

3
月
27

日
（
土
）

参
加
者

大
西
、
喜
多
、
辻
橋
、
中
臺

②

4
月
例
会
山
行

「
鎌
倉
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ
」

（
担
当

山
崎
）
◎
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
中
止

2
．
山
行
計
画
・
予
定

①

5
月
例
会
山
行
「
伊
豆
の
山
」
（
担
当

渡
辺
）

日
程

5
月
21
日
（
金
）
前
夜
発
～
22
日
（
土
）

◎

詳
細
は
後
日
連
絡

②

6
月
例
会
山
行
「
石
老
山
」
（
担
当

江
村
）

日
程

6
月
5
日
（
土
）

目
的
地

石
老
山

◎

詳
細
は
後
日
連
絡

③

今
後
の
山
行
予
定

7
月
、
8
月
、
10
月

未
定

9
月

石
裂
山

（
担
当

中
臺
）
11
月

読
図
山
行
（
担
当

大

西
）

12
月

高
尾
山
清
掃
山
行
（
担
当

中
臺
）

3
．
総
会
に
つ
い
て

・
4
月
22
日
（
木
）
開
催
予
定
だ
っ
た
が
諸
般
の

事
情
に
よ
り
5
月
27
日
（
木
）
に
延
期
す
る
（
葉

書
対
応
と
一
部
リ
モ
ー
ト
に
て
開
催
）

・
総
会
資
料
や
「
山
遊
会
だ
よ
り
」
は
近
日
中
に
発

送
予
定
（
山
﨑
）

・
会
規
約
改
定
に
つ
い
て

1
回
の
山
行
参
加
に
つ
き
参
加
者
か
ら
200
円
を
徴

収
し
て
基
金
と
す
る

→

200
円
を
100
円
に
改
定

を
総
会
資
料
に
掲
載

・
同
封
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や

会
員
の
高
齢
化
・
減
少
な
ど
現
状
を
踏
ま
え
て
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い

→

返
信
内
容
を
一
年
間
精

査
し
て
方
向
性
を
決
め
た
い
（
渡
辺
）

・
会
計
監
査
役
変
更→

中
村
さ
ん
に
お
願
い
す
る

・
年
会
費
：
今
年
度
37
名
中
20
名
徴
収
済
（
山
﨑
）

・
「
山
遊
会
だ
よ
り
」

プ
リ
ン
ト
パ
ッ
ク
12
頁
100

部

一
一
、
八
七
〇
円
、
そ
の
他
イ
ン
ク
代
三
、
〇

〇
〇
円
（
渡
辺
）
、
紙
ベ
ー
ス
で
は
な
く
PDF
で
の
希

望
も
あ
り
、
HP
に
ア
ッ
プ
す
る
（
中
臺
）

5
月
集
会
＆
総
会

日
時

5
月
27
日
（
木
）

20:00
～

20:45

会
場

リ
モ
ー
ト
会
議

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
山
崎
、
保

坂
、
山
本
、
江
村
、
木
村
、
染
谷
、
中
臺

計
10
名

記
録

染
谷

議
事

集
会
議
事
な
し
、
総
会
の
議
事
内
容
は
11
ペ
ー
ジ
に

掲
載6

月
集
会

日
時

6
月
24
日
（
木
）

20:00
～

20:40

会
場

リ
モ
ー
ト
会
議

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
保
坂
、
染
谷
、
中
臺

計
6
名

記
録

染
谷

議
事

参
加
者
各
々
の
近
況
報
告
後
、
議
事
を
進
め
る
。

１
．
山
行
計
画

①

7
月
例
会
山
行
、
8
月
例
会
山
行

コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
不
確
か
な
た
め
中
止

②

9
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）

日
程

未

定

目
的
地

石
裂
山

◎

詳
細
は
後
日
連
絡

2
．
そ
の
他

・
名
簿
管
理

会
の
存
続
を
こ
の
1
年
か
け
て
検
討

す
る
時
点
で
、
個
人
デ
ー
タ
を
今
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
管
理
す
る
必
要
は
あ
る
か
？
山
行
計
画
書
に
記
載

事
項
程
度
で
い
い
の
で
は
な
い
か→

項
目
を
少
な

く
し
た
山
行
計
画
書
（
案
）
を
渡
辺
代
表
に
提
出
し

て
検
討
し
て
も
ら
う
。
（
保
坂
）

・
総
務
委
員
会
で
永
田
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
新

し
い
同
好
会
の
構
築
を
図
っ
て
い
る
（
辻
橋
）

→

若
い
会
員
が
入
会
す
れ
ば
活
性
化
は
図
れ
る
が
、

会
の
受
け
入
れ
態
勢
の
問
題
も
あ
る

・
7
月
の
集
会
は
な
し

８
月
集
会

日
時

8
月
26
日
（
木
）

20:00
～

21:12

会
場

リ
モ
ー
ト
会
議

記
録

染
谷

議
事

1.
渡
辺
代
表
よ
り
連
絡

日
本
山
岳
会
事
務
局
よ
り

以
下
2
点
の
情
報
が
あ
っ
た
。

☆

日
本
山
岳
会
の
遭
難
対
策
運
用
要
領
の
変
更

（
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

☆

山
梨
県
か
ら
協
力
要
請
：
県
外
在
住
者
は
観
光

レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
来
県
を
し
な
い
よ
う
要
請

→

当
議
事
録
と
合
わ
せ
メ
ー
リ
ン
グ
発
信
（

8/26
）

2
．
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
9
月
4

日
、
リ
モ
ー
ト
で
開
催

→

出
席
す
る

3
．
山
行
計
画

・
9
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）

※

緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
に
つ
き
中
止
と
す
る

・
10
月
例
会
山
行
（
担
当

山
崎
）

日
程

未
定

目
的
地

鎌
倉
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ

・
11
月
例
会
山
行
（
担
当

大
西
）
読
図
山
行

・
12
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）
高
尾
山
清
掃
山
行

4
．
そ
の
他

・
総
会
時
に
一
年
か
け
て
山
遊
会
の
存
続
を
検
討
す

る
と
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
考
え
は
じ
め
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
（
染
谷
）

・
永
田
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
、
新
し
い
同
好
会
の

構
築
を
図
っ
て
い
る
（
辻
橋
）

・
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
活
動
に
参
加
し
て
な
い
会
員

か
ら
は
頑
張
れ
と
の
意
見
、
執
行
部
の
数
人
は
退
会

の
意
向
を
表
明

→

コ
ロ
ナ
禍
が
も
う
少
し
落
ち

着
い
た
時
点
で
意
見
交
換
し
た
ら
ど
う
か

・
歩
く
の
は
大
事
、
個
人
山
行
も
3
人
以
内
が
望
ま

し
い
（
辻
橋
）

9
月
集
会

日
時

9
月
23
日
（
木
）

20:00
～

20:55

会
場

リ
モ
ー
ト
会
議

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
山
崎
、
保
坂
、
辻
橋
、
木

村
、
中
臺

計
7
名

記
録

辻
橋

議
事

1.
渡
辺
代
表
よ
り
報
告

9
月
4
日
に
開
か
れ
た
新
人
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
リ
モ
ー
ト
で
参
加
、
山
遊
会
の
紹
介
な
ど
行
っ

た
。
ま
た
、
10
月
18
日
（
月
）
に
開
催
予
定
の
同

好
会
連
絡
会
議
に
は
、
辻
橋
副
代
表
が
代
理
で
出
席

し
て
ほ
し
い
。
（
渡
辺
代
表
の
都
合
が
つ
か
ず
）

2
．
山
行
計
画

・

10
月
例
会
山
行
（
担
当

山
崎
）

日
程

10

月
30
日
（
土
）

目
的
地

鎌
倉
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ

・
11
月
例
会
山
行
（
担
当

大
西
）

日
程

11

月
20
日
（
土
）

目
的
地

読
図
山
行

・
12
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）

日
程

12

月
18
日
（
土
）

目
的
地

高
尾
山
清
掃
山
行

10
月
集
会

日
時

10
月
28
日
（
木
）

18:45
～

19:50

会
場

日
本
山
岳
会

104
号
室

出
席
者

渡
辺
、
辻
橋
、
大
野
、
中
臺

計
4
名

記
録

辻
橋

議
事

1.
山
行
計
画

・
10
月
30
日

鎌
倉
ア
ル
プ
ス

7
名
参
加
予
定

・
11
月
20
日

読
図
山
行

奥
武
蔵

地
形
図

２

万
五
千
分
の
一
（
正
丸
・
原
市
場
）

集
合

西
武
池

袋
・
秩
父
線
西
吾
野
駅

改
札
前

10
時

・
12
月
11
日

高
尾
山
清
掃
山
行

当
初
と
日
程

が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

10
/
26
高
尾
登
山
電
鉄(

㈱)

社
に
ゴ
ミ
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
確
認
・
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
忘
年
会
会
場
に
つ
い
て
、
2
年
前
に
お
世
話
に
な
っ

た
お
店
は
閉
店
し
て
い
ま
し
た
。
高
尾
駅
周
辺
の
同

形
態
の
お
店
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
の
、
4
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
証

明
書
の
全
員
提
示
を
要
求
さ
れ
ま
し
た
。

・
来
年
1
月
～
3
月
山
行
計
画

未
定

2
．
そ
の
他

・
同
好
会
連
絡
会
議
の
報
告
（
代
理
出
席

辻
橋
）

山
岳
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
好
会
の
コ
ー
ナ
ー
に
新

た
に
【
同
好
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
】
の
コ
ー
ナ
ー
が

新
設
さ
れ
た
。
各
同
好
会
の
毎
月
の
山
行
計
画
、
講

演
会
な
ど
の
お
知
ら
せ
を
掲
載
。
お
試
し
山
行
に
参

加
し
て
み
た
い
、
入
会
し
た
い
、
な
ど
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
た
方
々
の
問
い
合
わ
せ
を
受
付
け
る(

現
在

27
あ
る
同
好
会
の
半
数
が
、
新
し
い
入
会
希
望
者
な

ど
の
受
入
連
絡
に
賛
同
し
て
い
る)

。
こ
の
新
た
な
試

み
は
、
現
在
ど
こ
に
も
所
属
し
て
い
な
い
会
員
や
新

入
会
員
が
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

ま
た
同
好
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て
行
き
た
い
と

の
考
え
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
山
遊
会
で
も
、
来
た

る
12
月
の
高
尾
山
清
掃
山
行
に
参
加
者
を
募
集
し
て

み
る
こ
と
に
。
辻
橋
が
申
込
者
の
対
応
を
す
る
。

・
辻
橋
か
ら
の
提
案

最
近
は
登
り
な
ど
皆
に
つ
い
て
行
く
の
が
し
ん
ど
く

な
り
、
山
遊
会
を
退
会
し
よ
う
か
？
と
考
え
て
い
た

が
、
私
の
ペ
ー
ス
で
歩
け
る
「
ビ
ス
タ
ー
リ
山
行
」

を
別
に
新
た
に
企
画
し
て
、
上
記
の
同
好
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
に
掲
載
す
れ
ば
、
足
が
弱
っ
て
皆
に
迷
惑

か
け
る
の
で
は
と
参
加
を
見
送
っ
て
い
る
方
た
ち
が

申
し
込
ん
で
来
る
の
で
は
と
期
待
を
込
め
て
退
会
を

一
年
先
延
ば
し
に
し
ま
す
。
現
在
所
属
し
て
い
る
多

摩
支
部
で
「
低
山
の
会
」
と
し
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、

結
構
参
加
者
が
い
ま
す
。
取
り
敢
え
ず
今
日
の
集
会

参
加
者
か
ら
は
、
い
ず
れ
皆
そ
う
な
っ
て
ゆ
く
の
だ

か
ら
、
や
っ
て
み
れ
ば
！
と
賛
同
頂
き
ま
し
た
。

※
ビ
ス
タ
ー
リ

ネ
パ
ー
ル
語
で
、
ゆ
っ
く
り
、
の

ん
び
り
、
ゆ
る
や
か
に
を
指
し
ま
す
。

懇
親
会

西
安

4
名
参
加

11
月
集
会

日
時

11
月
25
日
（
木
）

18:45
～

19:30

会
場

日
本
山
岳
会

104
号
室

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
中
臺

計
4
名

記
録

辻
橋

議
事

１
．
山
行
報
告

①

10
月
山
行

10
月
30
日
鎌

倉

馬
場
ケ
谷

山
崎
担
当

②

11
月
山
行

11
月
11
日

読
図

奥
武
蔵
／

吉
田
山
・
秩
父
御
嶽
山

西
吾
野
駅
か
ら
ス
タ
ー
ト

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 10 )

月

例

集

会



大
西
さ
ん
作
成
の
地
図
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
な
が
ら

森
坂
峠
～
イ
モ
り
山
～
柿
の
木
峠
～
465
ｍ
ピ
ー
ク

(
昼
食)
と
か
な
り
の
直
登
に
難
儀
し
な
が
ら
進
み
、

小
床
峠
～
吉
田
山
～
御
嶽
神
社
～
東
郷
神
社
ま
で
。

最
後
は
素
晴
ら
し
い
紅
葉
を
見
る
こ
と
も
出
来
た
。

2
．
山
行
計
画

①

12
月
山
行

12
月
11
日

（
土
）

高
尾
山
清
掃
登
山

担
当

中
臺(

詳
細
は

HP
お
し
ら
せ
・
イ
ベ
ン
ト
案
内
参
照)

・
集
合

高
尾
登
山
鉄
道
「
清
滝
駅
」
前
広
場
に
午
前
9
時
30

分
集
合

・
コ
ー
ス

往
路
A
班
「

稲
荷
山
コ
ー

ス
」
、
B
班
「
６
号
路
コ
ー
ス
」
（
い
ず
れ
も
歩

行
100
分
＋
ゴ
ミ
拾
い
30
分

計
130
分
）

参
加
人

数
・
天
候
に
よ
り
コ
ー
ス
変
更

復
路

両
班
「
3

号
路
～
2
号
路
～
病
院
脇
コ
ー
ス
」
（
歩
行
110
分

＋
ゴ
ミ
拾
い
30
分

計
140
分
）
・
下
山
後

清
滝

駅
倉
庫
前
に
て
収
集
ゴ
ミ
を
分
別
・
整
理
、
倉
庫
へ

搬
入
。
ゴ
ミ
の
分
別
を
厳
密
に
す
る
こ
と
！
！

・
忘
年
会
場
に
つ
い
て
は
検
討
中
。
現
時
点
で
山
遊

会
5
名
、
ゲ
ス
ト
5
名
参
加
予
定
。
ゲ
ス
ト
の
方
々

は
、
本
部
の
同
好
会
の
お
知
ら
せ
を
見
て
参
加
希
望

を
さ
れ
た
方
々
で
、
山
岳
会
会
員
3
名
、
一
般
の
方

2
名
。

②

1
月
山
行

1
月
15
日

日
連
ア
ル
プ
ス

担
当

染
谷

(

詳
細
は
HP
参
照)

③

2
月
山
行

未
定

④

3
月
山
行

北
八
ヶ
岳
散
策

担
当

辻
橋

3
．
そ
の
他

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
依
頼
事
項
完
了
の
報
告

（
中
臺
）
本
部
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会
よ
り

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
及
び
サ
ー
バ
へ
の
不
正
攻
撃
回

避
の
た
め
Web
サ
ー
バ
を
新
し
い
サ
ー
バ
へ
置
換
す
る

作
業
を
行
っ
た
の
で
、
山
遊
会
も
HP
作
成
・
更
新
に

必
要
な
、
FTP
サ
ー
バ
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
わ
る
ア
ド

レ
ス
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
変
更
手
続
き
を
依
頼
さ
れ
、

変
更
完
了
し
た
。
山
遊
会
会
員
各
位
の
HP
閲
覧
用
の

「
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
」
や
「
お
気
に
入
り
」
の
URL
も
更

新
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
URL
は
、https://jac

1.or.jp/info/doukoukai/sanyukaihp
/index.html

懇
親
会

西
安

3
名
参
加

12
月
集
会

日
時

12
月
16
日
（
木
）

18:45
～

19:45

会
場

日
本
山
岳
会

104
号
室

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
松
島
、
染
谷
、
中

臺

計
6
名

記
録

染
谷

議
事

1.

山
行
報
告

①

12
月
山
行

12
月
11
日

（
土
）

高
尾
山
清
掃
登
山

担
当

中
臺

往
路
は
A
班
（
稲
荷
山
コ
ー
ス
）
と
B
班
（
6
号

路
）
に
分
か
れ
て
清
掃
し
た
。
B
班
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
マ
ス
ク
、
水
筒
な
ど
が
多
か
っ
た
。
A
班
と
山

頂
で
合
流
後
、
4
号
路
経
由
で
病
院
横
の
道
を
下
山

し
た
。
ほ
ぼ
予
定
通
り
行
動
で
き
、
橋
本
屋
で
反
省

会
を
開
催
（
中
臺
）

2
．
山
行
計
画

①

1
月
例
会
山
行
（
担
当

染
谷
）
日
程

1

月
14
日
（
土
）

目
的
地

日
連
ア
ル
プ
ス

参
加

予
定
者

渡
辺
、
辻
橋
、
中
臺
、
大
西
、
山
﨑
、
江

村
、
二
戸
、
染
谷

②

2
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）

日
程

2

月
19
日
（
土
）

目
的
地

湯
河
原
梅
林
＆
城
山

③

3
月
例
会
山
行
（
担
当

辻
橋
）
日
程

未
定

目
的
地

黒
ゆ
り
ヒ
ュ
ッ
テ/

高
見
石
小
屋

3
．
そ
の
他

・
HP
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
変
更
な
ど
あ

り
、
DM
委
員
会
と
や
り
取
り
を
し
て
作
業
を
し
て
い

る
（
中
臺
）

・
高
尾
山
清
掃
登
山
を
同
好
会
の
HP
で
公
募
と
し
た

ら
一
般
の
方
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
の
で
、
急
遽
DM
委

員
会
に
連
絡
し
て
、
日
本
山
岳
会
会
員
に
限
る
こ
と

や
、
保
険
加
入
等
の
条
件
を
加
え
て
も
ら
っ
た
。
人

づ
て
の
情
報
で
当
日
、
清
滝
駅
に
来
た
方
も
い
た
が

ご
遠
慮
い
た
だ
い
た
（
辻
橋
）
。
今
後
、
公
募
山
行

参
加
者
宛
の
登
山
計
画
書
は
氏
名
の
み
の
記
載
す
る

（
山
遊
会
会
員
に
は
従
来
通
り

渡
辺
）
。

懇
親
会

西
安

6
名
参
加

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 11 )

2021年総会（コロナ禍により集会は行わず文書による決議）
会員総数35名 委任状・書面議決25 → 総会成立

【1号議案】020年度活動報告（渡辺代表）

・『山遊会だより30号』印刷の予算が不足。会員も減少し、2020年6月現在で37名しかいない状況で、近
年、山行の写真が増え頁数も増加しており（27号：24ページ、28号・29号：32ページ、30号36ページ）、
印刷費が8万円近くかかってしまった。

・会費の￥2,000へのアップを提案→ハガキのアンケート結果では、￥1,000のまま据え置くという意見
が多く、￥2,000へのアップは止めて、会費は￥1,000のままとする。印刷費の捻出には、遭難対策基
金￥148,800のうち￥48,800を転用することが臨時役員会議で提案され、決定した。

・遭難対策基金が目標の10万円に達し、これ以上の積立金を増やす必要がないため、山行参加費を200円
から100円に減額する(7月定例山行時より実施、臨時役員会議にて決定)。

・それに合わせて「遭難対策規約」は以下のとおり変更。

旧) 12. 救援対策基金として、会山行参加者から１回の山行参加につき200円を徴収し基金に入金する。
（平均参加者8人として年間96人×200円＝19200円）

新) 12. 救援対策基金として、会山行参加者から１回の山行参加につき100円を徴収し基金に入金する。
（平均参加者8人として年間96人×100円＝9600円）

・山行担当者には連絡費用として500円を支給する。（変更なし）

・2021年3月13日～14日の北八ヶ岳（係：辻橋）はコロナ禍の影響で中止し、個人山行を弘法山にて実施

・会員動向：3名退会（加藤さん、小笠原さん、飯田さん） → 承認

【2号議案】2020年度会計報告（山﨑） → 承認

【3号議案】2021年度活動計画（渡辺代表）

・7月、8月は未定

・10月未定→鎌倉周辺ハイキング（山﨑）

・世話役人事

資料訂正：監査（誤）辻橋明子→（正）中村久美子 → 承認

【4号議案】2021年度活動予算案（山﨑） → 承認

今後の山遊会の活動および方向性について
-----------------------------------------------------------------------------
アンケート回答

1. 解散する ５名

2. 存続する ５名

3. 今のままでよい １０名

4. 変更改善の余地あり ０名

回答なし（白紙） ５名
・ 会の組織としての機能がなくなった（解散）
・ 未定の計画は良くないので、この際解散を提案します（解散）
・ 今の状態では現状維持もむずかしい（解散）
・ 同好会としての活動が出来ていない（解散）
・ 若い人も参加できる山行企画をできると良いですね。
・ 東京多摩支部の初心者登山教室で入会した40～60代の会員を、まとめて勧誘したらどうか。
・ 新入会員を入れる。HPで募集する。
・ 20周年の記念行事、物品の販売作成など。コロナが収束する方向ならば記念山行も楽しいですね。
・ 20周年の節目に解散するのもあり。創立メンバーの意見がききたいです。1年かけて考えましょう。
・ どちらを選択するのかは難しい、今はじっと我慢しています。具体策を考えるのはむずかしい。
・ 最近はJACも短期間で退会する人が多い。なかなか妙案が浮かばない。
・ 「山遊会だより」は、楽しく読ませていただいています。

-----------------------------------------------------------------------------
リモートでの意見交換

・ 山遊会の山行の内容もハードなものから低山までさまざまだが、今は他に所属する会にシフトして
活動したい。

・ 山行もリモートも同じメンバーでかわりばえしない。
・ 会の方向性がみえない。
・ 多くのことを望まず、老人クラブであるがままでいいのではないか。寂しく考えない。
・ 係を輪番制にしらどうか
・ HPを制作しても反応がなく残念（中臺）

その他
・ 『山遊会だより』について、昨年アンケート調査を実施したところ、PDFファイルの希望者が多数

あり、それにお応えして、HPに『山遊会だより』をPDFで読め、ダウンロードもできるようになっ
た。従来通り印刷物での配布もするが、電子ファイルの方が良いという方は利用してください。



◆

2
0
2
2
年

◆

1
月
集
会

日
時

1
月
27
日
（
木
）

20:00
～

20:40

会
場

リ
モ
ー
ト
に
て
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
山
崎
、
中
臺

計

5
名

記
録

辻
橋

議
事

・
新
型
コ
ロ
ナ/

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
者
数
の
爆
発
的
な

増
加
に
よ
り
、
ル
ー
ム
で
の
対
面
集
会
を
中
止
、
リ

モ
ー
ト
会
議
と
な
っ
た
。

1.

山
行
報
告

①

1
月
山
行

1
月
15
日

（
土
）

日
連
（
ひ
づ
れ
）
ア
ル
プ
ス

担
当

染

谷

今
日
の
集
会
出
席
者
が
全
員
参
加
だ
っ
た
の
で
、

皆
が
当
日
を
思
い
出
し
な
が
ら
の
報
告
と
な
る
。
入

会
予
定
の
方
も
い
て
9
人
の
参
加
者
だ
っ
た
。
久
し

ぶ
り
の
仲
間
と
の
山
行
で
、
参
加
者
一
同
か
ら
楽
し

い
山
行
だ
っ
た
！
と
の
感
想

2.

山
行
計
画

①

２
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）
日
程

２
月

19
日
（
土
）

目
的
地

湯
河
原
・
城
山

新
型
コ

ロ
ナ/

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
者
拡
大
に
よ
り
、
来
週
に
も

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
と
言
わ
れ
て
い
る
状
況
の
た

め
中
止
と
す
る

②

3
月
例
会
山
行

（
担
当

辻
橋
）
予
定
し
て

い
た
北
八
ヶ
岳/

黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ(

雪
山
シ
リ
ー
ズ)

を
変
更
。
日
程

3
月
3
日
（
木
）
～
5
日
（
土
）

目
的
地

乗
鞍
高
原(

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ)

3.

そ
の
他

・
4
月
以
降
の
山
行
計
画
が
な
い
の
で
、
会
員
各
位
、

希
望
の
山
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
年
間
計
画
集
計
係

(

辻
橋)

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
員
各
位
の
協
力

に
よ
り
、
山
行
は
継
続
さ
れ
ま
す
。
当
番
な
ど
、
お

引
き
受
け
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2
月
集
会

日
時

２
月
24
日
（
木
）

20:07
～

20:40

会
場

リ
モ
ー
ト
に
て
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
保
坂
、
木
村
、
染

谷
、
中
臺

計
7
名

記
録

染
谷

議
事

1.

山
行
報
告

①

２
月
山
行
（
担
当

中
臺
）
日
程

２
月
19

日
（
土
）

目
的
地

湯
河
原
梅
林
＆
城
山

→

新
型
コ
ロ
ナ/

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
者
拡
大
の
た
め
中
止

②

3
月
例
会
山
行
（
（
担
当

辻
橋
）
日
程

3
月
3
日
（
木
）
～
5
日
（
土
）

目
的
地

乗

鞍
高
原
（
ス
ノ
ー
シ
ュ
ウ
散
策
）

→

新
型
コ
ロ

ナ/

オ
ミ
ク
ロ
ン
感
染
者
拡
大
＆
長
時
間
の
バ
ス
移
動

も
あ
る
た
め
中
止

2.

山
行
計
画

①

4
月
例
会
山
行
（
担
当

中
臺
）
日
程

未
定

目
的
地

湯
河
原

城
山
（
詳
細
は
別
途
、
案
内
）

②

5
月
例
会
山
行

（
担
当

渡
辺
）
日
程

未

定

目
的
地

天
城
山
（
詳
細
は
別
途
、
案
内
）

3.

そ
の
他

・
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
が
定
か
で
は
な
い
。
身
体
を
う
ご
か

さ
な
い
と
人
間
は
退
化
す
る
。
自
主
的
に
動
い
て
ほ

し
い
。
（
渡
辺
）
他
、
会
員
の
近
況
報
告

・
今
期
の
総
会

4
月
28
日
（
木
）
を
予
定

→

対
面
か
書
面
で
す
る
か
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見

て
判
断

・
会
員
名
簿
：
総
会
時
に
配
布

→

渡
辺
代
表
が

デ
ー
タ
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
入
会
申
込
書
の
項
目
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
い
（
保

坂
）

→

次
回
の
集
会
か
総
会
で
検
討
す
る

・
入
会
希
望
者
あ
り
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
（
渡

辺
）

・
6
月
以
降
の
山
行
計
画
作
成
の
協
力
を
お
願
い
た

い
（
年
間
計
画
集
計
係
：
辻
橋
）

3
月
集
会

日
時

3
月
24
日
（
木
）

20:05
～

20:46

会
場

リ
モ
ー
ト
に
て
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
保
坂
、
山
崎
、
染

谷
、
小
松
、
八
木
、
中
臺

計
9
名

記
録

染
谷

議
事

1.

山
行
報
告

①

4
月
例
会
山
行

（
担
当

中
臺
）
日
程

4

月
２
日
（
土
）

目
的
地

湯
河
原
＆
城
山

歩
程

3
～
4
時
間
の
花
見
山
行

参
加
者

辻
橋
、
渡

辺
、
大
野
、
石
光
、
染
谷
、
中
臺
（
詳
細
は
山
遊
会

HP
参
照
）

②

5
月
例
会
山
行

（
担
当

渡
辺
）
日
程

未

定

目
的
地

天
城
山
（
詳
細
は
別
途
、
案
内
）

③

6
月
例
会
山
行
（
担
当

保
坂
）

日
程

未

定

目
的
地

小
浅
間
（
詳
細
は
別
途
、
案
内
）

2.

そ
の
他

・
新
入
会
員
の
八
木
元
子
さ
ん

自
己
紹
介

ア
メ

リ
カ
に
25
年
在
住
し
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
活

動
。
2020
年
12
月
帰
国
。
世
界
の
山
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
多
数
。
日
本
の
山
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
た
い
。

・
今
期
の
総
会

4
月
28
日
（
木
）

→

ル
ー

ム
の
予
約
が
取
れ
た
ら
対
面
、
満
室
な
ら
ば
書
面
＆

リ
モ
ー
ト
で
開
催

→

会
員
名
簿
配
布
、
入
会
申

込
書
の
項
目
等
を
検
討

※
後
日
、
ル
ー
ム
の
予
約
完
了
。

山遊会だより 2022年（令和4年）4月28日( 12 )

日本山岳会の遭難対策運用要領の変更
◎遭難対策運用要領

平成 26 年 10 月 22 日 制定
平成 29 年 12 月 13 日 改正
令和 3 年 8 月 16 日 改正

1.登山計画書の提出について
（１）計画書受理機関への提出

各支部、各本部委員会及び各本部同好会において定められた登山計画書提出手続き（登
山計画書様式、提出期限、提出方法等）にしたがい提出する。

（２）本部遭難対策委員会への提出
以下のいずれかの方法により提出する。
提出後に登山計画に変更、修正等が生じた場合は、適宜修正版を提出する。なお、登山
中止の届出等は不要。

【メール】
①登山計画書は電子ファイル（Word、Excel、PDF 形式）として添付する。
②ファイル名は、下記③に示すメールタイトルと同一とする。
③メールタイトル（件名）には以下の内容を含めて記載する。
(a)支部山行の場合「入山年月日（西暦・半角）、支部名、目的山域」入力例：20180825、
○○支部、富士山

(b)本部委員会／同好会山行の場合「入山年月日（西暦・半角）、委員会／同好会名、目
的山域」入力例：20180825、○○委員会／○○同好会、剣岳

(c)個人山行の場合「入山年月日（西暦・半角）、提出者名（所属先、個人山行）、目的
山域」入力例：20180825、山岳太郎（○○支部、個人山行）、北岳

④送付先アドレス：keikakusho@jac.or.jp
【ファックス】
①登山計画書をファックスにより送付する。添書は不要。
②ファックス番号：03-6893-7627

２.遭難事故発生時の連絡について
遭難対策規程第９条の定めによる遭難事故に係る情報の連絡方法は下記の通りとする。

（１）遭難対策委員会へ連絡が必要な遭難事故
山行の留守本部担当者が下記のいずれかの状況を認識した場合
①事故者の救助のため、警察、消防、山小屋その他の公的機関に救助を要請した場合
②予定下山日時を過ぎても連絡がなく、遭難対策本部を立ち上げるなど捜索救助活動
を開始した場合

（２）連絡方法
①下記の電話番号に連絡する。

第 1 順位：050-3805-1816
第 2 順位：050-3805-1817
第 3 順位：050-3805-1818

②第1順位が不在時には留守電に支部名、委員会名、同好会名等及び担当者名を残した
上で、第2順位に連絡する。第2順位も不在の場合は同じく留守電に残した上で、第3
順位に連絡する。

（３）連絡内容
下記の項目について連絡する。
①山行主催者・報告者・連絡先
②事故日時・場所
③事故者・状況・容体
④現場状況
⑤救助要請先・救助隊動向
⑥その他遭難事故の対応に必要な事項

（附則）
１．この要領の改廃は遭難対策委員会での審議・議決により、理事会に報告する。
２．この要領は令和 3年 8月16日より実施する。

（管理責任者：遭難対策担当理事）


